
令和5年度 陽南中学校
令和6年1月16日

門川町教委訪問
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〇 学力高い
〇 部活動等強い

文武両道の陽南
• 未来が楽しみ →希望

• 未来を生き抜く→

生きる力(知徳体)
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今年の陽南

もっと学びたい、もっと体動かしたい、もっと成
長したい、もっとできるようになりたい、そんな
生徒の気持ちに立ち

心構え＝生徒主体の学校経営
無限の可能性を広げ伸ばす



岐阜市の教育の基本方針と目指す姿

学校の教育目標
（目指す生徒の姿）

合言葉

教職員の志

目指す姿

基本方針

共通指導基盤

R５年度重点施策

評価
還元
PDCA
の方法

学校の全体像

【わかる】 課題に向かって、主体的に学習に取り組む生徒
【やりきる】粘り強く心身を鍛える生徒
【助けあう】思いやりをもって、仲間と協力できる生徒

【教職員】
「働きたい」学校

・豊かな人間性と確かな専門性
指導技術等が身に付く学校
(働きやすい学校）

【生徒】
「学びたい」学校

・生徒一人一人のよさが輝き、
未来への礎となる力が身に付く
可能性を広げ伸ばす学校

【保護者・地域】
「応援したい」学校

・地域とともにある学校
（地域の教育力・多様な資源
を活かし反映する学校）

・師弟同行(感謝とお願い）
・風通しのよい職員室づくり
・豊かな人間性と専門性の追求
・生徒に寄り添うための働き方の
工夫
・岐阜市教育振興基本計画に基

づいた教育活動の改善

・安全安心な学校、居場所のある
学校（「命」「自他を大切にする」
教育活動の工夫）
・楽しく学力が身に付く授業
・集団（よりよい人間関係）と個
(多様な個性や能力の伸長)の調
和の取れた教育活動の推進

・保護者・地域との密接な情報発
信と収集
・学校運営協議会、保護者等と
の協働
・関係機関との協力体制
・地域行事やボランティア活動へ
の参加充実

「いのち」の教育【生命の尊厳・よりよく生きる（立志）】を基盤に
・笑顔と感動の教育 「明るくさわやかに伸ばす･自立と創造」
（寄り添う【共感的理解】 諭す指導【心理的安全性の保持】）

※効果を高めるために ①基本的生活・学習習慣の育成 ②知徳体をバランスよく育成 ③自他を大切にする人間関係の育成

自他を大切にし、希望あふれる未来を自ら拓く力を身に付ける陽南中学校
「学校の教育目標の具現に徹する」（知徳体の調和のある力＝生きる力）

・総合的な学習の時間リニューアル
・S4導入、行事変更及びSTAR等
による学級経営の見直し・改善
・不登校・いじめ等生徒指導の未然
防止等体制強化（※ここタン）
・ロイロノート等ICTを効果的に活用
する教育体制の充実
・未来を自ら拓く力を付ける主題研
究・学習指導の推進
・学校の教育目標の具現に徹する
シンプルで分かりやすく力の付く
教育活動の充実

・「命・生」につなぐ教育活動の取り
出しと意図的指導の充実
・楽しく確かな学力が身に付く学び
方の定着と学習習慣づくり
・将来への夢や期待感がもてるキ
ャリア教育(立志教育)の充実

・未来の礎となる平和教育等、各種
教育の充実
・ふるさと岐阜への愛着と誇り、願
いをもつ「陽南MIRAI’S」の探究

・運営委員会、打合せ会の充実 ・感謝とお願いの通信「和顔愛語」他

・教育方針のぶれない各種提案 ・ＨＰ等の積極的公開

・方向性（期待感）を示すメッセージ ・各種アンケート等評価 等々

一人一人の生徒が、楽しく安心して充実感を味わう日々を過ごし、現在そして将来にわ
たり、夢と希望、自信と誇りをもって、自ら未来を切り拓き、生き抜くために必要な「確
かな力（生きる力）」を身に付けるよう最善を尽くす

学校・家庭・地域の誰もが生命の尊厳を理解し、互いに心を開く対話を重ね、一人ひとりが価値ある大切な存在として互いに認め合う教育を推進する

【目指す子どもの姿】
すべての子どもが安全・安心な環境の中で、

他者との協働・信頼を通し、自己を認識し、自
らの選択と行動によって幸せな未来をつくり
出せる力を育む

【目指す教職員の姿】
教職員が高い専門性を発揮しつつ、チームとして

子どもと向き合い続け、子どもも教職員もいきいきとチャ
レンジできる信頼感に支えられた温かい対話と空間の
ある学校をつくる

【目指す家庭・地域の姿】
保護者や地域住民がコミュニティ・スクール

などの多様な地域資源を活かし、大人も子ど
もも学び・語り・支え合う、持続可能な教育の
まちを創造する

・各種情報発信の充実（ＨＰ・メー
ル・連絡帳等）
・部活動地域移行に向けて、保護
者クラブ化への協働の推進
・学校運営協議会主催(協働)によ
る教育活動の充実
・保護者・学校関係者による学校
評価活動の充実・積極的な学校
開放、地域行事への参加、協働
・小学校、高等学校及び関係機関
との積極的な連携

第４期岐阜市教育振興基本計画「希望あふれる未来を自ら拓く力を育む教育」

第４期岐阜市教育振興基本計画に基づいた「希
望あふれる未来を自ら拓く力を付ける」学校
経営構想

↓
基本方針

「学校の教育目標の具現に徹する
生きる力を付ける教育」

「わかる（知）やりきる（体）助けあう（徳）」

↓↑
働きたい学校、学びたい学校

応援したい学校

↓↑
共通指導基盤（安全安心）

「いのちの教育」
「安全性の保持」

↓↑
力を付ける教育重点施策と

その改善
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生徒主体の学校経営 改善❶

•全教育活動、全教職員が同じベ
クトルで生徒に生きる力を付け
る効果的効率的な仕組みの工夫
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すべての教育活動の目的は「わかる
（知）、やりきる（体）、助けあう
（徳）」の学校の教育目標の3つの力
を付けることにシフト
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生徒主体の学校経営 改善❷

• S1 4,5,6月.   →やってみる【体育大会】縦割り団

• S2 7,8,9月.   →鍛え合う 【野外活動】山,海,世界

• S3 10,11,12月 →高め合う 【文化交流会】

• S4 1,2,3月.   →誇りをもつ【文化伝承の会】
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S4制（ターム制）と行事の見直し

個と集団の力を効果的に高める年間の教
育課程の創造



教科学習と同じYKの「構造」＆生きる力と支える3要素

国際社会
平和学習
（3年YK）

自然【山】
地域社会研修
（1年YK）

自然【海】
漁村（キャリア）研修
（2年YK）

確かな学力
豊かな人間性
健康・体力

・知識・技能
・思考力・判断力・表現力
・学びに向かう力・人間性

生きる力

YKの「改善点・工夫点」→明快なねらいの設定

【全体目標の明確化】 生きる力（わかる、やりきる、助けあう）の育成、旅行・集団宿泊的行事の資
質・能力の3観点、年間の教育課程、学年の発達段階や実態を踏まえ、全体で「付けたい力」（こんなYK
にしたい）をダイナミックに創造する。（重点化、精選、拡大化、強調、軽重、偏重など）

地理・環境軸（身近→世界）
時間軸 （過去→未来）
 ヒト、モノ、事軸（自存→共存）
の発展性等

【具体的活動の見直し・工夫とそのねらいの明確化】 上記の全体目標から、条件設定（時間、
場所、もの等）かつ活動内容を検討する。（精選、廃止、新規生み出し、拡大など）
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生徒主体の学校経営 改善❸

•ルール＝規律、規範

•リレーション＝親和的な人間関係
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ルールとリレーションの学級経営

満足型の学級づくりで学力アップと不登校対策を図
る

規範を重んじながらも一律ではない多様性を認め合う
温かさのある学級づくり ↓        

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
11月現在

３０日以上の欠席者

29 36 40 26



生徒主体の学校経営 改善❹

•日課の基本→A日課（B日課）

•時数→標準時数を大きく超えた時間の削減
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日課の固定化と＋α時数の削減

毎日異なる日課の廃止→生徒の安定と向上
時数の削減→部活動の生み出し、働き方改革

会議・時間外の縮減＝生徒のための時間確保

69時間12分→44時間59分
全職員の1年間の月時間外勤務時間の平均



終わりに

「学校の教育目標の生きる力を付ける学校づくり」を通して

〇事故ゼロ・問題行動（いじめ等）減少
〇欠席日数が減少
（全体に規律＝生活習慣確立、多様な個性＝居場所のある学校）

※不登校生徒 経年比較１．００（R４）→０．６５（R５）
〇学力等アップ
※知育、徳育、体育の向上（未来を自ら拓く力の育成）
（1年＋３５ 2年＋６０ 3年＋７０ 等）

陽南中学校長 鬼頭立城
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